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図2・2　判別式の具体例

現状（誤）

正

　本書第１版第1刷に以下の誤りがございました。読者の皆様に深くお詫び申し上げますとともに、

以下に訂正させて頂きます。なお、第１版第2刷以降は以下の訂正が反映されております。

■21頁
図2・2の架構図で、移動支点であるべきところが回転支点として表示されておりました。
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